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国
立
大
学
の
法
人
化
問

題
が
い
よ
い
よ
重
要
な
段

階
に
さ
し
か
か
っ
て
い

る。
小
泉
政
権
は
国
立
大

学
に
も
構
造
改
革
を
迫
る

姿
勢
を
示
し、
文
部
科
学

省
は
「
大
学
（
国
立
大

学）
の
構
造
改
革
の
方

針」
を
乙
の
六
月
中
旬
に

打
ち
出
し
た。
い
わ
ゆ
る

「
遠

山プ
ラ
ン」
が
そ
れ

で、
要
点
は、
①
国
立
大

学
の

再編・
統
合
を
大
胆

に
進
め、
ス
ク
ラ
ッ
プ・

ア
ン
ド・
ビ
ル
ド
で
活
性

化、
②
国
立
大
学
に
民
間

的
発
想
の
経
営
手
法
を
導

入
し、
国
立
大
学
法
人
に

早
期
移
行、
③
大
学
に
第

三
者
評
価
に
よ
る
競
争
原

理
を
導
入
し、
国
公
私

「
ト
ッ
プ
3
0」
を
世
界

最
高
水
準
に
育
成、
と
い

う
も
の
で
あ
る。

こ
れ
ま
で
謹
送
船
団
方

式
で
や
っ
て
き
た
全
国
九

九
の
国
立
大
学
に
は
大
変

な
衝
撃
で、
「
遠
山
プ
ラ

ン」
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

去
る
六
月
中
旬
の
国
立
大

学
協
会
総
会
は
ま
さ
に
パ

ニ
ッ
ク
状
況
で
あっ
た。

し
か
し
遠
山
大
臣
や
工
藤

高
等
教
育
局
長
は、
国
立

大
学
の
再
編・
統
合
の
方

針
を
文
部
科
学
省
の
主
導

で
断
行
す
る
旨
を
翌
日
の

国
立
大
学
長
会
議
で
も
明

言
し
て
い
た。：；事；

「
還
山
プ
ラ
ン」
に
た

い
し
て
は、
特
に
地
方
の

国
立
大
学
学
長
や
大
学
の

現
場
の
多
く
の
教
官
が
強

く
反
発
し
て
い
る。
私
自

身
は、
日
本
の
大
学
が
国

際
競
争
力
を
も
つ
た
め
に

も、
よ
う
や
く
来
る
べ
き

も
の
が
来
た
と
積

極的
に

受
け
と
め
て
お
り、
国
大

協
総
会
で
の
私
の
退

任挨

拶
で
も
そ
の
点
を
特
に
強

調
し
た
の
だ
が、
私
の
よ

う
な
立
場
は、
国
立
大
学

全
体
の
な
か
で
は、
い
わ

信
大
改
革
へ

ば
少
数
派
で
は
な
い
か
と

自
覚
し
て
い
る。

こ
の
よ
う
な
状
況
下

で、
大
い
に
注
目
さ
れ
て

よ
い
のが
信
州
大
学
の
改

革
方
策
だ
と
い
え
よ
う。

私
自
身、
昨
年
四
月
か
ち

信
州
大
学
運
営
諮
問
会
議

の
委
員
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
が、
県
下

一
円
に
学
部
が
分
散
し
て

い
る
特
点
を
地
域
活
性
化

に
つ
なげ
よ
う
と
す
る
努

力
と
と
も
に、
信

州ち
し

い

個性を
も
っ
た
大
学
づ

の
期
待

く
り
へ
の
取
り
組
み
が
早

い
乙
と
に
感
心
さ
せ
ら
れ

る。
運
営
諮
問
会
議
で
私

は
昨
年
来、
世
界
に
も
ほ

と
ん
ど
例
が
な
く
学
際
的

な
協
同
が
可
能
な
「
山
岳

科
学」
分
野
の
創
設
と、

世
界
に
知
ち
れ
る
国
際
ス

ズ
キ
・
メ
ソ
l
ド
音
楽
院

（
才
能
教
育
研
究
会）
と

信
州
大
学
と
の
連
携
に
よ

る
大
学
院
レ
ベ
ル
の
音
楽

教
育
の
拡
充
を
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
い
た。
と
こ
ろ

が信
州
大
学
は
森
本
尚
武

学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
で
早
速
乙
れ
ら
の

提
案
を
実
現
す
る
方
向
へ

と
動
き
出
し、
ま
ず
山
岳

科
学
総
合
研
窓
附
が
学
内

施
設
と
し
て
近
く
誕
生
す

る
と
と
が
去
る
五
月
末
の

同
会
議
で
墾ロ
さ
れ
た。

私
の
大
学
で
も、
梅
樟

忠
夫
先
生
を
は
じ
め
と
す

る
運
嘗
諮
問
会
議
の
先
生

方
か
ち
は
貴
重
な
意
見
を

頂
戴
す
る
の
だ
が、
学
内

は
い
わ
ば
御
意
見
拝
聴
と

い
っ
た
雰
囲
気
で
な
か
な

か
動
乙
う
と
し
な
い。
多

く
の
国
立
大
学
も
そ
の
よ

う
で
あ
る。
そ
れ
に
引
き

換
え
信
州
大
学
の
場
合

は、
地
方
国
立
大
学
と
し

て
の
危
機
感
も
あ
る
の
で

あ
ろ
う
が、
全
学
的
に
真

剣
な

改革志向
が
見
ち
れ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る。
だ

と
す
れ
ば、
信
州
大
学
に

は
大
い
な
る
前
途
が
開
か

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
よU

い
の
で
は
な
い
か0
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（
璽京
外
国
語
大
学
長
H
・

松
本
市
出
身）

H

望岳山荘にて　信大改革への期待　市民タイムス-2001.07.20


